
　「安全週間」が始まります。言うまでもなく”職場の安全”は安全週間期間だけではなく、一年を通しての最重要
課題でありますが、正直のところ同じテンションで年中安全だけを考えているわけには行きません。 そういう意味
でも、安全管理を改めて呼びかける『安全週間』の存在は意義があります。
　詳しくは「安全の指標」（中災防発行の冊子）をご覧いただきたいのですが、少なくとも、この協会通信の記事を
読んでいただき、自社の安全管理体制を見直す機会としていただきたいと思います。

   全国安全週間は昭和３年に実施されて以来、「産業界での自主的な労働災害防止活動」を推進し、安全意
識の高揚と安全活動の定着を図ることを目的に、一度も中断することなく続けられ、今年で９４回目を迎えます。
　この間、関係者の努力により労働災害は長期的には減少しており令和２年の労働災害死亡者数は８０２名と
前年を下回っています。　しかし、休業４日以上の死傷者数は高齢者の労働災害、転倒災害が増加するなど
平成１４年以降では最多となる見込みであります。
　このような状況を踏まえ、今年度は将来を見据えた「持続可能な安全管理」の継続的取組に重点を置いて、
活動に取り組むことになりました。　各事業場として、下記の「４．の安全週間中の実施事項」だけでなく、「５．
の継続的取り組み」についてもご確認いただき、安全管理活動として実施をお願いいたします。

１．期　間 ７月１日から７月７日まで

２．主催者 厚生労働省、　中央災害防止協会
　　協賛者 建設業、貨物運送業　　労働災害防止協会

３．実施者 各事業場
　　協賛者　
４．実施事項 （１）トップの安全への所信表明

（２）安全パトロールによる職場の総点検
（３）安全旗の掲揚、標語の掲示
（４）家族へ職場安全に関する文書送付
（５）緊急時対応の訓練
（６）安全週間にふさわしい行事

５．継続的取り組みとして
（１）安全衛生活動の推進
　　　安全管理体制確立　・安全教育　・４S
（２）業種の特殊性を考慮した災害防止
　　　第三次産業・建設業・製造業
（３）業種横断的災害防止
　　　高齢者対策・転倒対策・交通事故・熱中症

＜注＞　もう少し詳しい内容を「協会ホームページ」に掲載いたします。

　「安全週間」の準備月間にあたる６月に”安全週間実施説明会”
を開催いたしました。上の記事にあるように、安全週間に実施して
いただきたい事項だけでなく、継続的な実施が求められる安全管
理活動全般に関して、説明をいただきました。
　教育講習としては、「安全管理者選任時講習」 と「床上操作式
クレーン技能講習」を実施いたしました。選任時講習は企業にお
いて選任される安全管理者が事前に受講しなければならない講
習です。 また、床上操作式クレーン技能講習は当協会で実施し
ている３つの技能講習の一つで、例年６月と１０月の２回実施して
おります。

６月の説明会・教育講習の実績　　「安全週間実施説明会」「床上操作式クレーン技能講習」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「安全管理者選任時講習」

＜ 令和３年度　全国安全週間　はじまる ＞

令和３年スローガン　　『持続可能な安全管理　未来へつなぐ安全職場』

協会のHP          http://www.srkkyo.sakura.ne.jp もご覧ください



　令和３年度の安全標語優秀賞５点が下記の通り決まりました。
　
　
　 　　　　東北ミドリ安全工業（株） 高原 幸栄さん
　

　　　　日本工営（株） 山田 拓弥さん

　　　　東北電力ネットワーク（株）郡山電力センター 小林　利樹さん

　　　　東北ミドリ安全工業（株） 先崎　公広さん

　　　　福産建設（株） 佐々木 紀之さん

　応募いただいた皆様、ありがとうございました。
なお、入選作１０件、佳作２０件については、応募いただいた事業場へ粗品とともに報告させていただきました。
優秀賞の標語は掲示できるように印刷し、７月の定期資料送付封筒に同封してお送りしました。

  令和３年の 県内の労働災害発生状況は死亡者 は減少したものの、
休業４日以上の死傷者数は753件で、前年同期比で287件増（+61％）
と大幅に増加しています。須賀川管内でも近年では最も多かった昨年
と同数で、事故件数は高止まりしている状況にあります。
　このような状況を受けて、「福島労働局」から”労働災害多発注意報”
が発令され、須賀川労働基準協会に対しても「労働災害撲滅」のため
の協力要請がありました。この要請を受け、当協会では７月の定期資料
送付時に上記の「労働災害多発注意報」発令に伴う要請文と関連資料
をお送りいたしました。
　会員事業場においては県内及び須賀川署管内の状況をご確認いた
だき、社内の安全管理の強化をお願いいたします。なお、協会ホーム
ページにもPDFファイル形式で掲載をしますので、ご活用ください。

＜教育講習＞
◇ガス溶接技能講習        
  実施日  ：　令和３年７月１０日（土）、１１日（日）
  場　 所  ：　（学科）須賀川市民温泉（須賀川市茶畑町７１）　
　　　　　　　　（実技）三瓶自動車（須賀川市山寺道51）

◇玉掛け技能講習　　 
  実施日  ：　令和３年７月１５日（木）１６日（金）１８日（日）
  場　 所  ：　（学科）神田産業（株）横山第三工場（須賀川市横山町） 
   　　　　　　  （実技）三瓶重機建設工業（須賀川市滑川中津沢８３）    

◇リスクアセスメント講習　 ＜事業場単体での開催＞
  実施日  ：　令和３年７月２０日（火）
  場　 所  ：　事業場へ訪問して

＜８月の予定＞◇職長教育　 ◇職長・安全管理責任者教育　　 
  実施日  ：　令和３年８月１８日・１９日   実施日  ：　令和３年８月３０日・３１日
  場　 所  ：　須賀川市労働福祉会館   場　 所  ：　須賀川市労働福祉会館

【令和３年度　安全標語】　　

【労働災害多発注意報】発令！ 福島労働局 ・ 須賀川労働基準監督署

【 ７月/８月の「教育講習」の開催予定 】　　

小さな”ヒヤリ”は危険の合図 ”急ぐな””焦るな””気を抜くな” 安全確認もう一度

ON とOFF しっかり切り替えリフレッシュ みんなでつくろう健康職場

全集中！ 初めて・変更・久しぶり 安全の呼吸 ３Hの型

「言ったはず」「伝えたはず」が事故のもと 防ぐ基本は「報連相」

安全は家族の願い企業の基礎 一人ひとりが自覚して 築く職場の無災害


